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大藪輝雄教授略歴 ・主要著作目録

略 歴

１９２９年６月３０日　朝鮮平安南道平壌府に生まれる（本籍香川県）

１９３６年４月　香川県仲多度郡善通寺町善通寺尋常高等小学校入学

１９４０年４月　香川県立女子師範学校付属小学校４年生に転校

１９４２年４月　香川県立丸亀中学校入学

１９４３年４月　広島陸軍幼年学校入学

１９４５年９月　香川県立丸亀中学校４年生に復学

１９４６年７月　高松経済専門学校入学

１９５０年４月　京都大学経済学部（旧制）入学

１９５４年３月　京都大学経済学部（旧制）卒業

１９５４年４月　京都大学経済学部（旧制）大学院入学

１９５６年４月　立命館大学経済学部助手

１９５８年４月　立命館大学経済学部専任講師

１９６０年４月　立命館大学経済学部助教授

１９６９年４月　立命館大学経済学部教授

１９９５年４月　立命館大学特別任用教授

役　　職

１９６９年４月～１９６９年５月

１９６９年６月～１９７０年３月

１９７１年４月～１９７２年３月

１９７４年４月～１９７６年３月

１９７６年４月～１９７７年３月

１９８１年４月～１９８３年３月

１９８４年４月～１９８６年３月

１９８７年７月～１９９３年６月

１９８７年４月～１９８８年３月

経済学部補導主事

経済学部（研究科）主事

学生部次長

立命館大学教学部長

　般教育センター委員長

二部協議会委員長

立命館大学大学協議員

学校法人立命館評議員

経済学部（研究科）長

留　　学

１９６７年１０月～１９６８年９月　ゲ ッチンゲン大学に留学

１９８２年７月　レニングラードにて日ソシンポジウム参加 ・報告

１９８８年１０月～１９８９年３月　 フンボルト大学，ケルン大学に留学

（１１５１）



　２５０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

非常勤講師

池の坊女子短期大学，金沢大学経済学部，大阪経済法科大学経済学部，京都大学経済学部大学院

　　経済学研究科，京都工芸繊維大学短期大学部，京都橘女子大学，龍谷大学経済学部

学　　会

土地制度史学会理事（１９９０年～１９９３年）

土地制度史学会評議員（１９９４年～）

日本農業経済学会理事（１９９４年～）

公　　職

京都府農業会議常任会議員

京都府都市計画審議会委員

京都府公害対策委員会委員

主　要　著　作

著　　書

「農業経済学の基礎概念」，山岡亮　編『現代農業問題入門』（共著），有斐閣，１９６３年

「ドイツ農業における外国人出稼労働力の存在形態」，大泉行雄博士還暦記念論文集『経済政策の

　　現代的課題』（共著），勤草書房，１９６３年１２月

「四国地方」，大谷省三代表編集 ・著『１９６５年農業センサス　日本の農業』（共著），農林統計協会 ，

　　１９６７年

「独占地代」，『マルクス経済学体系皿』（共著），有斐閣 ，１９６６年

ｒ西ドイツ農業の展開と農業政策」，井野 ・曄峻 ・重富編『国家独占資本主義と農業』（上）（共

　　著），大月書店，１９７１年１１月

ｒＥＥＣ農業市場の形成とマンスホルト ・プラン」，『現代農業と小農問題』（共著），山雪会，１９７２

　　年

ｒ西ドイツ農業と『民主的農民綱領』」，『政治革新と世界の農業問題』（共著），大月書店，１９７４年

『くらしとふるさとをきずく』（共編），民衆社，１９７４年

「井上晴丸先生の学問的業績」，『薫風去りてまた還らず』（共著），ぺりかん社，１９７４年

「レーニンの協同組合論」，『生活協同組合と現代社会』（共著），法律文化社，１９７８年

「京都における農地改革と農民的土地所有の成↓」，『京都府農地改革史』（共著），京都府農業会

　　議，１９８０年

「農業の発展過程」，塩沢 ・後藤編『日本経済史』（共著），有斐閣，１９８０年

「日本農業と土地問題」，久野 ・曄峻 ・東井編著『現代日本の農業問題』（共著），ミネルウァ書房 ，

　　１９８２年１月

「日本資本主義の現段階と農業危機」，第２回日ソシンポジウム報告集『現代日本の支配構造』

　　（共著），立命館大学人文科学研究所，１９８３年３月

「国際化の中の日本の食糧」，『現代日本の資本主義』（共著），有斐閣，１９８５年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１５２）
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「日本農業の危機と農業政策」，『８０年代日本の危機の構造』（上）（共著），法律文化社，１９８８年

論　　文

ｒ部落有林野解体の一局面」，『立命館経済学』第６巻第３号，１９５７年４月

「グーツヘルシャフトの成立」，『立命館経済学』第６巻第５号，１９５７年１２月

「ザクセン州における農業労働力の存在形態」（１）， 『立命館経済学』第１０巻第２号，１９６１年６月

「近畿型農業における農家滞留構造の一形態」，『土地制度史学』１５号，１９６２年

「現段階における農民層分解の特徴」，『立命館経済学』第１２巻第５ ・６号，１９６４年２月

「西ドイツ農業政策の新展開」，『経済』Ｎｏ． ６３．１９６９年６月

「西ドイッ農業の構造変化」，『経済論叢』第１０９巻第３号

「ＥＣ農業政策の新展開」，『経済』Ｎ ｏ． ９９．１９７２年７月

「変貌する農村と農業危機の根源」，『経済』Ｎｏ． １６１．１９７７年９月

「自給率を向上させたＥＣの食糧確保政策」，『経済』Ｎ ｏ． ２４０．１９８４年４月

「転換期をむかえたＥＣ農業」，『経済』Ｎｏ． ３６６．１９８６年５月

「世界の食糧問題」，『経済』Ｎｏ． ２７５．１９８７年３月

「米の輸入自由化と食管制度」，『立命館経済学』第４３巻第６号，１９９５年３月

調査報告

「岩滝町の農業」「五十村の経済」，『町村合併』（共著），立命館大学 ・人文科学研究所紀要 ・第９

　　号，１９６０年３月

「兼業化面よりみた農民層分解」，『日本経済の二重構造と経済発展に関する研究』（共著） ，１９６１

　　年３月

「近畿都市近郊地帯における農民諸階層と農地移動」（単著），農政調査会，１９６６年３月

「奈良県大和郡山市における脱農プロセスの実態」（単著），農政調査会，１９６７年３月

「新しい商業的農業の動き」，「曽根開拓」，『通勤圏境における経済構造と暮しの変貌』（共著） ，

　　京都府農業会議農政研究資料 ・第７０３号，１９６７年３月

「農産加工の現段階と京都府における農産加工の特徴」，『府下における農家 ・農協が実施する農

　　産加工の現状と課題』（共著），京都府農業会議内部情報 ・Ｎｏ．３９０

「過疎の中の美山町農業」，「国際リゾート『三重サンベルトゾーン』構想とその進捗状況」 ，『京

　　都地域研究』６号（共著），１９９０年７月

「淡路島リゾート構想とその変更」，『立命館大学人文科学研究所紀要』Ｎｏ－５７（共著），１９９３年３月

紹介 ・書評

Ｊ． クチンスキー「１８００年から１９４６年に至るドイツ経済の動き」，『経済論叢』第７５巻第１号，１９５２

　　年１月

栗原百寿著『農業問題入門』 ，『経済論叢』第７７巻第３号，１９５６年３月

Ｊ．

ニヒトヴ ァイス『メクレンブルクにおける農民追放』，『立命館経済学』第５巻第２号
，１９５６年

　　６月

肌ルッ ク『Ｊ．Ｈ．ｖ チューネンの経済学説に寄せて』，『立命館経済学』第５巻第５号
，１９５７年１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１５３）



　２５２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第６号）

エス ・テ ・スカスキン「中欧およぴ東欧におけるいわゆる再版農奴制の基本的諸問題」，『立命館

　　経済学』第８巻第１号，１９５９年４月

「東ドイツにおける民主主義的土地改革と農業の社会主義化」（１）， 『立命館経済学』第１９巻第１号
．

　　１９７０年４月

「東ドイソにおける民主主義的土地改革と農業の社会主義化」（２），『立命館経済学』第１９巻第２号
，

　　１９７０年６月

「井上晴丸著作選集第３巻　解題」，雄澤社，１９７２年

東井正美著『日本の農業政策』，『農業と経済』第３２巻第８号，富民協会，１９６７年

大崎平八郎編『現代社会主義の農業問題』 ，『農業と経済』第４８巻第１号，富民協会，１９８２年１月

曄峻衆三編『日本農業史』 ，『赤旗』 ，１９８２年２月１２日

谷江幸雄著『東ドイッの農産物価格政策』 ，『農林統計調査』，農林統計協会，１９９０年２月

井野隆　著『日本農業存亡の危機と展望』 ，『赤旗』 ，１９９２年１２月７日

翻　　訳

マソ クス ・ウェーハー「東エルベ農業労働者の状態における発展諸傾向」（共訳），『立命館経済

　　学』第１３巻第４号～第５号，１９６４年１０～１２月

パルブス「世界市場と農業恐慌」（共訳），『立命館経済学』第２３巻第３号，第４号，第２４巻第３

　　号，第４号，１９７４～１９７５年

クレム編著『トイツ農業史』（共訳），大月書店，１９８５年１０月

その他
「農村調査のことなど」，『立命』２７号，１９６７年

「西ドイツ留学記一ディートリヒ家のこと一」 ，『立命』２９号，１９６９年

「あとがき」，『山岡亮　先生還暦記念論集　現代農業と小農問題』 ，１９７２年

「私の高松経専時代」，又信会大阪支部機関紙，１９７１年

「日本の食糧問題」一香川大学経済学部５０周年記念講演一『又信』第５５号，１９７５年１２月

「食糧自給を考える」，『土曜講座だより』第８２号，１９８３年６月２５日

「食糧自給を考える」，ＥＣＯＮ，１９８４年９月１４日

「食糧自給はなぜ必要か」 ，『赤旗』 ，１９８７年２月２８日

「斎藤君のこと」，故斎藤政治君追悼文集『惜春』 ，１９８７年

「メクリーン紀行 ：農業経済学の創始者テーヤの跡を訪ねて」，ＥＣＯＮ１９号，１９８９年７月９日

「自由化後，日本農業と食卓はどうなるか」，『食糧もんだいア ップリケ』，文理閣，１９８９年

「山岡亮　先生へのインタビ ュー」，『思いで草』第２集，京都大学経済学部，１９９０年

「馬原さんのこと」，『立命館経済学』第４１巻第５号，１９９２年

「農業 ：ドイツ」，『経済学辞典』第３版，岩波書店，１９９２年

「農業経済学」「農業政策（ＥＣの）」「協同組合Ｉ歴史」，『大月　経済学辞典』，大月書店，１９７９年

「わたしの故郷 ：お大師さんと溜池農業」，『ＵＮＩＴＡＳ』（立命館学園公報）Ｎｏ． ２６８．１９９４年１１月

「大藪輝雄先生を囲む座談会」，『立命館経済学』第４３巻第６号，１９９５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１５４）




